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令和 8年度 学校評価アンケート結果と対応方針 

秋葉台小学校 校長 内藤 彰 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。先日実施いた

しました保護者・地域の皆様による学校評価アンケートにおきまして、大変貴重なご意見や温かいお

言葉を多数お寄せいただきました。 

 本報告書では、皆様からいただいたご意見と、それに対する今後の具体的な対応方針について、

「保護者の皆様の視点」から 4つの主要テーマに統合・再整理して、全内容を網羅してご報告いたし

ます。 

 皆様からいただいた声を真摯に受け止め、教職員一丸となって、より良い学校作りに励んでまいり

ます。 

■ テーマ 1：タブレット（Chromebook）の家庭での活用と運用ルール 

保護者の皆様からいただいたご意見 学校の決定事項・今後の対応方針 

百問 CBTについて 

クラスによって、取り込む科目が違ったり、カ

ラーだったりモノクロだったり、成績表がつい

ていたりの違いがあるのはなぜでしょうか。ま

た、合理的配慮が必要な児童（書字障害などが

ある場合）はどのように使うルールになってい

るか教えていただければありがたいです。 

学習ツールの活用について、クラス間での運用に差異が

出ないようにします。百問繚乱はカラーで配信します。

合理的配慮が必要なお子様への個別対応ルールについて

も検討してまいります。 

Chromebook持ち帰りの身体的負担について

（通学負荷） 

・自宅で全く使用せずランドセルから出すこと

すらなく翌日持参することを繰り返している。

自宅が遠く通学に往復 1時間以上かかるため、

充電目的の持ち帰りであればバッテリー残量の

目安を示すなど配慮してほしい。 

・毎日の持ち帰りが子供の負担。片道 30分以

上かかる地域もあり、低学年にはかなりの負

担。必要時や隔日にするなど工夫してほしい。 

・教科書などと合わせると荷物が非常に重く負

担。家庭学習で使用する日のみ持ち帰るなど、

負担を軽減できる運用を検討してほしい。 

【荷物の重さ軽減対策】 

教科書やノートを学校に置いていけるようにする（置き

勉）など、できる限り負担を軽減する配慮を進めていま

す。 

 

【持ち帰り運用の見直し】 

市の方針をふまえつつ、学年や児童の実態に応じて、必

要時のみの持ち帰りや隔日での運用など、柔軟な対応が

できるよう検討を進めてまいります。 

ルールの形骸化と運用の統一について 

週末の宿題以外での使用は控え、読書時間を優

先したい。家庭判断で持ち狂わない児童もいる

などルールが形骸化している。子供の負担を考

慮し学校側でルールの運用を統一してほしい。 

ルールが統一されていないというご指摘を踏まえ、学校

として運用の整理と統一を図っていく方向で検討を進め

てまいります。 
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使い過ぎの心配と家庭での制限・パスワードに

ついて 

・持ち帰りで使用時間が大幅に増えています。

「調べ物がある」と言ってなかなか切り上げら

れません。持ち帰りを選べれば良いのですが

…。 

・家でゲームや検索をして何時間もやるときが

ある。学校側で適切な使用方法の指導と、時間

の管理を親ができるようにしてほしい。 

・タブレットの使用制限について、親がパスワ

ードを入れないと使えない等、親がいない時に

使えないようにしてほしい。 

学校でも、クロームブックは「学習のための道具」であ

ることを伝え、学習に関係のない使用をしないことや、

使う時間・姿勢について繰り返し指導を行っています。 

 

保護者の方のパスワード設定は現段階ではできないので

すが、学校 HP に掲載されている「夏休み中のクロームブ

ックをご家庭で使用する際のお願い（保護者用・児童

用）」をご覧になり、ご家庭でもルールを話し合ってい

ただければ幸いです。今後も学校での指導を継続しま

す。 

家庭用充電器について 

タブレットの充電器を貸して頂きたいです。家

にある充電器では出力不足で充電がほとんどで

きません。 

クロームブックの扱いについては八王子教育委員会が方

針を定めており、基本的にはご家庭での充電をお願いし

ております。 

■ テーマ 2：学校行事・日々の学習活動の充実 

保護者の皆様からいただいたご意見 学校の決定事項・今後の対応方針 

保護者会の日程重複について 

・保護者会が中学校と重なり参加できないこと

が何度かあったため、日程を調整して頂けると

嬉しいです。 

・保護者会の日程を別所中学校と同日に開催を

避けてもらいたい。また同日開催の場合は、時

間をずらしていただけると助かります。 

中学校と確認の上、できる限り同日にならないように調整

していきます。 

支援学級保護者会の時間について 

支援学級へ通っています。保護者会の開始時間

を見直してほしいです。15 時 30分からだと下

の子もいるので夕方忙しい。保護者会が終わっ

た後の 16時すぎ、他の保護者と交流をという

が時間的に余裕がないです。 

7月の保護者会だけは、6年生の移動教室の説明会との兼

ね合いで時間変更は難しい状況ですが、当日は極力早く終

了できるよう進行いたします。 

キャリアパスポートについて 

キャリアパスポートはもう少し違う形でできた

ら、本人の意欲が湧くのではないかと感じた。 

キャリアパスポートは八王子市で統一された様式を使用し

ているため、学校独自で内容や形式を変更することは難し

い状況です。貴重なご意見として受け止め、今後の参考と

させていただきます。 

道徳の授業について 

道徳において、ゲストティーチャーを呼んで行

う授業が良かったです。 

今後も外部の講師を招いての授業を行ってまいります。 
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英語学習の強化について 

英語学習に八王子市で力を入れていただくとあ

りがたい。 

英語学習の時間数や取り組みの拡充は、八王子市教育委員

会が中心となって方針を定めている部分が多く、学校単独

での変更が難しい場合があります。そのため、いただいた

ご意見は学校から八王子市教育委員会へ共有し、必要に応

じて伝えていきます。 

移動教室の 2泊 3日実施について 

移動教室が金銭的理由などで行き先変更や 2泊

から 1泊に変更も検討されているそうですが、

今まで通り行かせてあげたいと考えている保護

者が多い。事前に調査した上で決定して頂ける

と有難いです。 

地域・保護者の意見から 2泊 3日を継続していく方向で

す。現時点では、当面の間はこれまで通り 2泊 3日での実

施を検討している段階です。変更の可能性がある場合は必

ず事前に状況を調査し、保護者の皆さまの声を踏まえた上

で慎重に判断します。 

テストの採点方法について 

テストの AI採点をやめてほしい。 

テストの採点方法などについては、学習の定着度を正確に

把握する観点から最適な手法を追究してまいります。 

■ テーマ 3：子どもの安心・安全と丁寧な関わり 

保護者の皆様からいただいたご意見 学校の決定事項・今後の対応方針 

休み時間の過ごし方について 

中休みや昼休みに外遊びが半ば強制的なのが気

になる。自主性とは？ 外に出ろと囃し立て体

調の考慮もない。本が読みたい、絵を描きたい

という教室にいることがダメな理由がわからな

い。猛暑でプールが中止になるのに外遊びは必

須なのも矛盾していると思う。 

中休みの過ごし方は、健康維持のための適度な運動を推奨

しています。しかし、体調不良やけがをしている子には教

室で過ごすよう話しています。また、熱中症指数が高い場

合は外遊びを中止しています。 

 

昼休みはお子様の自主性を尊重することを基本とします。

猛暑日の対応を含め、室内で静かに過ごしたいお子様が安

心して読書や描画に集中できる環境作りも並行して進めて

まいります。 

放課後のオンラインゲームでの交流について 

低学年の児童の間でも、放課後にオンラインゲ

ームのグループへの参加や交流が広がっている

ようです。一度学校から保護者向けに注意喚起

をしていただけるとありがたいです。 

オンラインゲームや SNSは保護者の監視下での使用をお

願いしているところですが、学校でも SNSの危険性や使

い方を繰り返し指導しています。保護者へも引き続きセー

フティー教室への参加呼びかけや、保護者会などでの注意

喚起を行ってまいります。 

教員の児童への言葉掛けについて 

怒ったり、禁止するだけではなく、どうしたら

良い方向に行けるかの声掛け、問いかけを心掛

けて頂きたいです。 

自分の行動を振り返り、前向きに取り組む力を育むために

は、教職員の関わり方が重要であると考えています。今後

も全職員で意識を共有し、安心して学び、成長できるよう

に、日々の丁寧な関わりに努めてまいります。 

特別支援への理解と教員間連携について 

現場では特別支援への理解がまだ十分でないと

感じる場面や、教員間の連携不足が懸念される

こともございます。全ての先生方が特性への理

特別支援教育に関しては、全教職員が専門性を高める研修

を継続し、すべての子供が安心して学べる環境作りを組織

的に進めてまいります。 
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解を深め、子供たちが安全に過ごせる場所を学

校全体で作ってくださることを期待しておりま

す。 

登校時の見守りと挨拶について 

登校の見守りをたまにしています。苦手や嫌い

な相手にも挨拶だけでも出来たらいいなと思い

ますが、子ども達に要求するのはハードルが高

いのかなという気持ちもあり…。挨拶の輪がも

っと広がったらいいなと思います。 

登校の見守りや声掛けに感謝いたします。学校でも、挨拶

についてはその大切さも含めて日々指導を行っており、今

後も継続してまいります。 

■ テーマ 4：学校からの情報発信と連絡アプリ（ホームアンドスクール）の活用 

保護者の皆様からいただいたご意見 学校の決定事項・今後の対応方針 

ホームアンドスクール（欠席入力）について 

ホームアンドスクールの欠席入力について、夜

間や早朝、子供が起きる前にも入力できるよう

になり、大変助かっております。今後もよろし

くお願いします。 

温かいお声をありがとうございます。今後とも皆様に便利

にご利用いただけるよう、適切に運用してまいります。 

行事や持ち物の事前連絡（リマインド）につい

て 

お弁当や、リュック登校など普段と違う行事の

時には前日に再度お知らせを流していただきた

いです。希望としては曜日が定まらない書道な

どもお知らせいただきたいです。 

すべての行事や活動について毎回前日にお知らせを流すこ

とは難しい場合もありますが、できる限り分かりやすい情

報提供に努めます。必要に応じて柔軟に対応できるよう、

担任・学年で情報の出し方を工夫していく方向で検討して

まいります。 

配布文書のデジタル化とアプリ見やすさについ

て 

・スマホから来る文書（プリントをそのまま載

せているようなもの）はとても見づらい。スマ

ホで見やすい幅、字の大きさにしてほしい。 

・一部を紙で印刷して配布する必要性がわから

ない。アプリを使用するならすべてオンライン

上に掲載していただきたい。 

・配布物、子どもに渡す物についてもホームア

ンドスクールに載せていただきたい。 

現在、外部からのお知らせの印刷物が送られてくる場合な

どの理由から紙での配布を併用していますが、保護者の利

便性を高めるため、可能な範囲でオンライン掲載を拡充で

きるよう、今後も検討を進めてまいります。 
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■ おわりに 

この度の学校評価アンケートを通じて、保護者・地域の皆様が秋葉台小学校の教育活動や子どもたちの

未来をいかに深く考えてくださっているかを改めて実感いたしました。 

 皆様からいただいた温かい励ましの言葉は教職員の大きな励みとなっております。また、ご指摘いただ

いた改善点につきましては、日々真摯に受け止め、迅速な運用の統一や計画的な見直しを実行してまいり

ます。 

 今後も、「すべての児童が安心して楽しく学び、健やかに成長できる秋葉台小学校」の実現を目指し、

家庭・地域との緊密な連携と協働をさらに深めてまいります。引き続き、温かいご支援とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 


